
平成30年7月豪雨及び
今夏の高温の要因について
〜異常気象をもたらす⻑期的な現象の紹介〜
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気象・地震等の情報を扱う事業者等を対象とした講習会（第3回）
平成30年9月11日（火）

気象庁 地球環境・海洋部
気候情報課 異常気象情報センター

新保 明彦

今回の講習会では、今年の夏に発⽣した平成30年7月豪雨
及び7⽉中旬以降の記録的な⾼温を主な対象として、
これらの現象をもたらした⼤気の流れとそのメカニズムに
ついてわかりやすく解説いたします。



今年（2018年）の夏の顕著な現象
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「平成30年7月豪雨」 「記録的な高温」

⻄⽇本から東海地⽅を中⼼
に、広い範囲で記録的な
大雨となった。

東⽇本から⻄⽇本を中⼼
に、各地で記録的な高温
となった。
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異常気象とは？
• 一般に、過去に経験した現象から大きく外れた
現象のこと。
–大雨や強風等の激しい数時間の現象から数か月も
続く⼲ばつ、極端な冷夏・暖冬なども含む。

–気象災害も異常気象に含む場合がある。

• 気象庁では、原則として
「ある場所（地域）・ある時期（週、月、
季節等）において30年に1回以下の頻度で
発生する現象」
を異常気象としている。
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気象現象の時間・空間スケール
• 異常気象を理解するためには、様々な時間・空間スケール
の気象現象に注目する必要がある。
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＜持続的な＞異常気象は何故発⽣するの？
• 異常気象の発⽣に
は、大気や海洋な
どで構成される地
球の「気候システ
ム」の揺らぎ（変
動）が影響する。

＜キーワード＞
• エルニーニョ
/ラニーニャ現象

• 偏⻄⾵の蛇⾏
• 地球温暖化
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（メモ）
 以下、明⽰しない限り、「偏差」＝「平年値からの偏差」です。
 平年値は、1981〜2010年（30年間）の平均値です。



平成30年7月豪雨：大雨の特徴①
• 総降⽔量：四国で1800ミリを越える地点がみられた。
• ７月の⽉降⽔量平年値の2~4倍の大雨となったところが
あった。
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(mm)

「平成30年7月豪雨」の降⽔分布
（期間：2018/6/28〜7/8）

「平成30年7月豪雨」
の降⽔量平年⽐

（期間：2018/6/28〜7/8）
（7⽉の⽉降⽔量平年値との⽐較）
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平成30年7月豪雨：大雨の特徴②
• 10日ごと（旬）の統計：2018年7月上旬（7/1〜10）の
全国総降⽔量は、過去と比べて最も大きい値だった
（1982年以降）。
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全国のアメダス地点
（比較可能な966地点）で
観測された降⽔量の総和
（1982年1⽉上旬〜
2018年7月上旬における
各旬の値の度数分布）
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平成30年7月豪雨：大雨の特徴③
• 特に2〜3日間（48〜72時間）の降⽔量が記録的に多い
地域が⻄⽇本から東海地⽅を中⼼に広い範囲にみられた。
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⻄⽇本から東海地⽅にかけての
アメダスにおける72時間降⽔量の
期間最大値（期間：2018/6/28〜7/8）

観測史上１位更新：122地点



7⽉中旬以降の記録的な⾼温の特徴①
• 平均気温：東日本では、7⽉（平年差+2.8℃）、6〜8月
（同+1.7℃）となり、それぞれ7月及び6〜8月として
統計開始以来1位の高温となった。
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7⽉中旬以降の記録的な⾼温の特徴②
• 猛暑日日数の積算は、2010年（猛暑⽇⽇数の年間総和が
1976年以降で最⼤）の⽇数を超えた。
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※6/1からの積算、各年の最終的な値は9/30時点の値。

6483地点
（2018年9月6日現在）
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地上天気図
• 7/5〜8：⻄⽇本付近に梅⾬前線が停滞し、⼤⾬となった。

147/6/9時 7/7/9時 7/8/9時

7/5/9時7/4/9時
2018
7/3/9時

オホーツク海
高気圧が
⽇本の⻄に
発達し始める

台風
第7号
温低化

台風第7号
日本海へ

梅雨前線上に
メソαスケール
(200~2000km)
の低気圧が発生

太平洋高気圧
日本の南東海上
で強化



豪雨をもたらした要因
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(A)多量の水蒸気を含む２つの気流が⻄⽇本付近で持続的に合流
(B)梅雨前線の停滞・強化などによる持続的な上昇流の形成
(C)局地的な線状降⽔帯の形成

(ｱ) 太平洋高気圧の日本の南東側へ張り出し
(ｲ) ｵﾎｰﾂｸ海高気圧が非常に発達(日本海側へ張り出し)
(ｳ) 朝鮮半島付近の上空の気圧の谷
(ｴ) 東ｼﾅ海付近の積雲対流活動が平年より活発

• ⻑期的には、極端な大雨の強さが増大する傾向
• 地球温暖化に伴う⼤気中の⽔蒸気量の⻑期的な増加傾向

① 上層の亜熱帯ジェット気流が⼤きく蛇⾏して持続
(ｼﾙｸﾛｰﾄﾞﾃﾚｺﾈｸｼｮﾝ(ｼﾙｸﾛｰﾄﾞﾊﾟﾀｰﾝ))

② 上層の寒帯前線ジェット気流が⼤きく蛇⾏して持続



⻄⽇本を中⼼とした記録的な⼤⾬（7月5日から8日）
をもたらした⼤気の流れ
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多量の⽔蒸気の⻄⽇本付近への流⼊
• 太平洋高気圧が日本の南東に張り出した。
• 東シナ海付近の積雲対流活動が活発だった。
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※鉛直積算＝地表⾯〜300hPa
（300hPa面は上空約10000m付近。⽔蒸気量は上
空ほど小さくなり、平均的には300hPa面の水蒸気
量は地上付近と⽐べて数％となる。）
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持続的な上昇流の形成
• ⻄⽇本付近に上昇流の励起
されやすい場が形成された。

• 一つの要因として、上空の
トラフの寄与が考えられる。
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等温位面渦位（350K面）

メソαスケールの
低気圧にも影響→

500hPaQ-ベクトル
とその収束発散
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局地的な線状降⽔帯の形成
• 7/5〜8に、15個の線状降⽔帯が出現した。
• 発⽣した線状降⽔帯の中には、バックビルディング型の特徴
を持つものがあった。

• ⼤気下層に多量の⽔蒸気が流⼊するタイミングで形成された。
• 積乱雲の⾼さ：広島県のケースでは⾼度9km程度、他の線
状降⽔帯では⾼度15kmまで発達したケースもあった。
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広島県でみられた線状降⽔帯
（7月6⽇⼣⽅〜夜）



豪雨をもたらした要因
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(A)多量の水蒸気を含む２つの気流が⻄⽇本付近で持続的に合流
(B)梅雨前線の停滞・強化などによる持続的な上昇流の形成
(C)局地的な線状降⽔帯の形成

(ｱ) 太平洋高気圧の日本の南東側へ張り出し
(ｲ) ｵﾎｰﾂｸ海高気圧が非常に発達(日本海側へ張り出し)
(ｳ) 朝鮮半島付近の上空の気圧の谷
(ｴ) 東ｼﾅ海付近の積雲対流活動が平年より活発

• ⻑期的には、極端な大雨の強さが増大する傾向
• 地球温暖化に伴う⼤気中の⽔蒸気量の⻑期的な増加傾向

① 上層の亜熱帯ジェット気流が⼤きく蛇⾏して持続
(ｼﾙｸﾛｰﾄﾞﾃﾚｺﾈｸｼｮﾝ(ｼﾙｸﾛｰﾄﾞﾊﾟﾀｰﾝ))

② 上層の寒帯前線ジェット気流が⼤きく蛇⾏して持続



⻄⽇本を中⼼とした記録的な⼤⾬（7月5日から8日）
をもたらした⼤規模な⼤気の流れ
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上層のチベット高気圧
（破線は平年の位置） 太平洋高気圧

（破線は平年の位置）

①上層の亜熱帯ジェット気流の
⼤きな蛇⾏

（シルクロードテレコネクション）
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⻄⽇本を中⼼とした記録的な⼤⾬（7月5日から8日）
をもたらした⼤規模な⼤気の流れ
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①上層の亜熱帯ジェット気流の
⼤きな蛇⾏

（シルクロードテレコネクション）

②上層の寒帯前線ジェット気流の
⼤きな蛇⾏
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大規模な循環場の状況（7/4〜8（5日平均））
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海⾯更正気圧と平年差 (hPa) 200hPa⾼度と平年差 (m)

・ JRA-55
・ 時刻はUTC



上層の亜熱帯ジェット気流の蛇⾏
• ﾕｰﾗｼｱ⼤陸上空の亜熱帯ｼﾞｪｯﾄ気流が蛇⾏。
• このｼﾞｪｯﾄ気流の蛇⾏と太平洋Hの張り出し/東海上への後退が関連。
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上層の寒帯前線ジェット気流の蛇⾏
• ユーラシア⼤陸北部上空の寒帯前線ジェット気流が蛇⾏。
• 上空の寒帯前線ジェット気流の蛇⾏と地上のオホーツク海高気
圧と太平洋高気圧の盛衰が関連。

25

2018/6/30-7/4
（陰影）200hPa流線関数偏差 [106m2/s]

[106m2/s]

7/4-87/2-6

（線）海⾯更正気圧と（陰影）偏差 [hPa] →

7/4-8



「持続的な」上空のジェット気流の蛇⾏
→「ロスビー波」の伝播

• 基本的には「等価順圧」の構造→持続性が高い。
• 但し、上層ほど⻄及び北にやや傾く構造。
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＜キーワード＞ロスビー波
• ロスビー波：地球が「球」で「回転」
しているために存在。
→「絶対渦度＝相対渦度＋惑星渦度」
を保存。

• 特徴①：位相速度は⻄向き。波⻑が⻑いほど⻄向き位相速度
大きい。
→ 平均東⻄流が⻄⾵の場合、波⻑により⻄⾵と釣り合って
停滞することがある。＋ジェット気流にトラップされやすい。
→ (準)定常ロスビー波⇒(持続的な)異常気象の要因になり得る。

• 特徴②：群速度は東向き。
（群速度＝波のかたまり（波束）のエネルギーの伝播）
→ 離れた領域に影響を与え得る：テレコネクション

• ロスビー波の生成・増幅メカニズム
– 地形による強制、局所的な加熱による強制。
– 大気の流れの不安定性。 27



＜キーワード＞テレコネクション
• テレコネクション：ある場所での「偏差」が、地球上の遠く
離れた場所へ影響を及ぼすこと。

• 強弱を繰り返しつつ、数週間から数か⽉持続し、広域な異常
天候をもたらすこともある。

• 「現れやすい」偏差パターンがある。
＜代表的なテレコネクションパターン＞
PNA：太平洋ー北⽶パターン EU：ユーラシアパターンWP：⻄太平洋パターン
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※逆（H<->L）でもよい。



シルクロードパターン（8月）の例：200hPa南北風の主成分（EOF）解析に基づく場合
（小坂 2011の第２図から抜粋）

※逆（H<->L）でもよい。

＜キーワード＞シルクロードテレコネクション
（シルクロードパターン）

• 夏季のユーラシア⼤陸上空では、亜熱帯ジェット気流
（アジアジェット）の⼤きな蛇⾏がしばしば現れる。

• これを「シルクロードテレコネクション」と呼び、特に
最も出現しやすいパターンで、⼩笠原⾼気圧の強弱に関
連するパターンを「シルクロードパターン」と呼ぶ。
（Enomotoet al. 2003; Enomoto2004；榎本 2005）
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豪雨をもたらした要因
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(A)多量の水蒸気を含む２つの気流が⻄⽇本付近で持続的に合流
(B)梅雨前線の停滞・強化などによる持続的な上昇流の形成
(C)局地的な線状降⽔帯の形成

(ｱ) 太平洋高気圧の日本の南東側へ張り出し
(ｲ)ｵﾎｰﾂｸ海高気圧が非常に発達(日本海側へ張り出し)
(ｳ) 朝鮮半島付近の上空の気圧の谷
(ｴ) 東ｼﾅ海付近の積雲対流活動が平年より活発

• ⻑期的には、極端な大雨の強さが増大する傾向
• 地球温暖化に伴う⼤気中の⽔蒸気量の⻑期的な増加傾向

① 上層の亜熱帯ジェット気流が⼤きく蛇⾏して持続
(ｼﾙｸﾛｰﾄﾞﾃﾚｺﾈｸｼｮﾝ(ｼﾙｸﾛｰﾄﾞﾊﾟﾀｰﾝ))

② 上層の寒帯前線ジェット気流が⼤きく蛇⾏して持続



地球温暖化の寄与①
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→過去30年で約10%の長期的な上昇傾向140
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全国の年最大72時間降⽔量の基準値との⽐の経年変化（期間：1976〜2018年）
棒グラフは全国のアメダス地点のうち1976〜2018年の期間で観測が継続している地点（685地点）の基準値との比（％）を平均した値。
2018年の値は8/1までのデータに基づく。基準値は1981〜2010年の平均値。直線（⾚）は⻑期変化傾向（信頼度水準90％で統計的に有意）。
＜備考＞▲は観測の時間間隔を変更した年（2003年より前は1時間間隔、以後は10分間隔）。
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• ⻑期的には極端な大雨の強さが増大する傾向がみられている。
• 今回の大雨にも、地球温暖化に伴う⽔蒸気量の増加の寄与が
あったと考えられる。



地球温暖化の寄与②
• ⻑期的には極端な大雨の強さが増大する傾向がみられている。
• 今回の大雨にも、地球温暖化に伴う⽔蒸気量の増加の寄与が
あったと考えられる。

32
日本域における７月の850hPaの月平均比湿の基準値との⽐の経年変化（1981〜2018年）
国内13高層気象観測地点※2の平年⽐（％）を平均した値に基づく。基準値は1981〜2010年（30年）の平均値。
＜備考＞▲は測器の変更のあった年を⽰しており、両▲間では相対的にやや値が⾼めになっている可能性がある。

各年の値
5年移動平均
⻑期変化傾向※1

※1: 信頼度水準99％で統計的に有意）
※2: 稚内、札幌、秋⽥、輪島、館野、八丈島、潮岬、福岡、⿅児島、名瀬、石垣島、南大東島、父島の国内13高層観測地点

地球温暖化の
寄与に関する
より詳細な
見積もりは
今後の課題



＜キーワード＞気温が上がると極端な降⽔がより強く、
頻繁になる理由

• 極端な降⽔は、⼤気中の⽔蒸気量と直結しています。
• 気温が１℃上がると、空気が含むことのできる最大の水蒸気
量（飽和⽔蒸気量）が約７％増加することが知られています。
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地球温暖化が
進んでも、
相対湿度は
あまり変わらない
と考えられて
います。

※図は、藤部氏（首都大学東京）提供
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7月2018年6月 8月

東日本

平年差

（5日移動平均）

+3℃
0℃

-3℃
東日本の7月、6~8月:高温①位（1946年以降）



7月中旬頃の高温をもたらした要因
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(A)日本付近が暖かい空気を伴った背の高い高気圧に覆われる
(B) 強い下降気流＋晴天の持続による強い日射に伴う昇温

(ｱ) チベット高気圧が日本付近に張り出し
(ｲ) 太平洋高気圧が日本付近に張り出し

• 地球温暖化により、全球的に気温が高い。

① 上層の亜熱帯ジェット気流が持続的にかつ繰り返し大
きく蛇⾏ (ｼﾙｸﾛｰﾄﾞﾃﾚｺﾈｸｼｮﾝ(ｼﾙｸﾛｰﾄﾞﾊﾟﾀｰﾝ))
② ﾌｨﾘﾋﾟﾝ付近の積雲対流活動が活発
(→ ﾓﾝｽｰﾝﾄﾗﾌ強化、太平洋高気圧本州付近に張り出し）
(→ 太平洋ー日本（PJ）ﾊﾟﾀｰﾝ）

• 特に北半球中緯度で全体的に気温が高い。
積雲対流活動が北半球側で活発
北半球側で海面水温高い



36

xx

モンスーントラフが
平年より強い

（破線は平年の位置）

①太平洋高気圧の
日本付近への張り出し
（破線は平年の位置）

④積雲対流活動が
平年より活発

海面⽔温が平年より低い
海面水温が
平年より低い

赤道

日本付近に太平洋高気圧、上層のチベット高気圧が張り出した
→下降気流の強化、平年より多い⽇射により気温が上昇した

東
西
平
均
気
温
平
年
差

0 高温60°E 80°E 100°E 120°E 140°E 160°E 180

20°N

40°N

60°N

⑤全球的に気温が高い
（地球温暖化）

②上層のチベット高気圧の
日本付近への張り出し
（破線は平年の位置）

③上層の亜熱帯ジェット気流の
⼤きな蛇⾏

（シルクロードテレコネクション）

⑦海⾯⽔温が平年より高い

⑥北半球中緯度域で
全体的に気温が高い

7月中旬頃の記録的な高温をもたらした大規模な⼤気の流れ



大規模な循環場の状況（7/11〜24（14日平均））
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海⾯更正気圧と平年差 (hPa) 200hPa⾼度と平年差 (m)

・ JRA-55
・ 時刻はUTC



上層の亜熱帯ジェット気流の蛇⾏
• ﾕｰﾗｼｱ⼤陸上空の亜熱帯ｼﾞｪｯﾄ気流が蛇⾏。
• 亜熱帯ｼﾞｪｯﾄ気流の蛇⾏→ﾁﾍﾞｯﾄ高気圧が日本付近に張り出し。
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60N

20N
180120E

2018
7/11-15

北に蛇⾏

60N

20N
180120E
60N

20N
180120E

[106m2/s] [hPa]

7/15-19

7/19-23

（線）200hPa流線関数と（陰影）偏差 [106m2/s] （線）海⾯更正気圧と
（陰影）偏差 [hPa]



「持続的な」上空のジェット気流の蛇⾏
→「ロスビー波」の伝播

• 基本的には「等価順圧」の構造→持続性が高い。
• 但し、⽇本付近では上層ほど北に傾く構造
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10040N経度鉛直断⾯ 135E緯度鉛直断⾯

0 40E 120E 160E80E
1000

20N
180120E

60N

40N 40N

135E 135E

10N 30N 50N 70N20N 40N 60N

暖かい空気 暖かい空気暖かい空気

[℃]

（線）200hPa流線関数と（陰影）偏差 [106m2/s] （線）海⾯更正気圧と
（陰影）偏差 [hPa]

(線)流線関数偏差
[106m2/s] 

(陰影)気温偏差[℃]

7/15-19 7/15-19

7/15-19 7/15-19



フィリピン付近の積雲対流活動の影響
• ﾌｨﾘﾋﾟﾝ付近の積雲対流活動が活発、持続した。
→ ﾌｨﾘﾋﾟﾝ付近で上昇流→⽇本付近で下降流
→ 東南ｱｼﾞｱ〜ﾌｨﾘﾋﾟﾝ付近の⼤気下層の低圧部が強まる
＆本州付近への太平洋高気圧の張り出しが強まる（PJﾊﾟﾀｰﾝ）
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積雲対流
活動活発

対流活発 平年より
対流活発

（線）850hPa流線関数 [106m2/s] 
（陰影）OLR[W/m2]

（線）850hPa流線関数偏差 [106m2/s] 
（陰影）OLR偏差 [W/m2]

2018/7/11-24 2018/7/11-24

平年より
対流不活発



＜キーワード＞太平洋ー日本（ＰＪ）パターン
フィリピン付近の積雲対流活動が、
• 平年より活発 → 大気下層では、日本の南海上で低圧部（ﾓﾝ
ｽｰﾝﾄﾗﾌ）が強まり、本州付近に太平洋高気圧が張り出す。

• 平年より不活発 → 大気下層では、太平洋高気圧が日本の南
海上に張り出し、本州付近への張り出しが弱くなる。

（Nitta 1986, 1987）

41
ＰＪパターンの模式図
（Nitta 1987の Fig.18）

OLRの10N-20N,
120E-130E領域平均

フィリピン付近の積雲対流活動と
SLPの関係（相関係数）
（8月：1979～2018年で統計）

積雲対流
活動活発

※積雲対流活動
不活発のときは、
HとLは逆。



7月中旬頃の高温をもたらした要因
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(A)日本付近が暖かい空気を伴った背の高い高気圧に覆われる
(B) 強い下降気流＋晴天の持続による強い日射に伴う昇温

(ｱ) チベット高気圧が日本付近に張り出し
(ｲ) 太平洋高気圧が日本付近に張り出し

• 地球温暖化により、全球的に気温が高い。

① 上層の亜熱帯ジェット気流が持続的にかつ繰り返し大
きく蛇⾏ (ｼﾙｸﾛｰﾄﾞﾃﾚｺﾈｸｼｮﾝ(ｼﾙｸﾛｰﾄﾞﾊﾟﾀｰﾝ))
② ﾌｨﾘﾋﾟﾝ付近の積雲対流活動が活発
(→ ﾓﾝｽｰﾝﾄﾗﾌ強化、太平洋高気圧本州付近に張り出し）
(→ 太平洋ー日本（PJ）ﾊﾟﾀｰﾝ）

• 特に北半球中緯度で全体的に気温が高い。
積雲対流活動が北半球側で活発
北半球側で海面水温高い



亜熱帯ｼﾞｪｯﾄ気流の蛇⾏＋ﾌｨﾘﾋﾟﾝ付近の積雲対流活動の影響
• 日本付近が暖かい空気を伴った背の高い高気圧に覆われる
• 強い下降気流＋晴天の持続による強い日射に伴う昇温
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20N
180120E

60N 135E
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500
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(hPa)
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10N 30N 50N20N 40N 60N

上
昇
流

積雲対流
活動活発

30N

40N

50N

140E 160E

暖かい
空気

（線）流線関数偏差 [106m2/s]（陰影）気温偏差 [℃] （線）海⾯更正気圧と
（陰影）偏差 [hPa] 

2018/7/15-19

(℃)

2018/7/15-19

⽇照時間平年⽐（％）
（2018年7月）

70N

135E緯度鉛直断⾯



7月中旬頃の高温をもたらした要因

44

(A)日本付近が暖かい空気を伴った背の高い高気圧に覆われる
(B) 強い下降気流＋晴天の持続による強い日射に伴う昇温

(ｱ) チベット高気圧が日本付近に張り出し
(ｲ) 太平洋高気圧が日本付近に張り出し

• 地球温暖化により、全球的に気温が高い。

① 上層の亜熱帯ジェット気流が持続的にかつ繰り返し大
きく蛇⾏ (ｼﾙｸﾛｰﾄﾞﾃﾚｺﾈｸｼｮﾝ(ｼﾙｸﾛｰﾄﾞﾊﾟﾀｰﾝ))
② ﾌｨﾘﾋﾟﾝ付近の積雲対流活動が活発
(→ ﾓﾝｽｰﾝﾄﾗﾌ強化、太平洋高気圧本州付近に張り出し）
(→ 太平洋ー日本（PJ）ﾊﾟﾀｰﾝ）

• 特に北半球中緯度で全体的に気温が高い。
積雲対流活動が北半球側で活発
北半球側で海面水温高い



地球温暖化の寄与
• ⻑期的には地球温暖化に伴う全球的な気温の上昇傾向が
続いている。
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1898年 2018年

日本の夏季（6〜8⽉）の平均気温平年差（1898〜2018年）
（1981〜2010年の30年平均からの差）

トレンド=1.11（℃/100年）

①2010年（+1.41℃）、②1994年（+1.13℃）、③1978年（+1.10℃）、
④2013年（+1.09℃）、⑤2018年（+0.90℃）

※1898年以降観測を継続している気象観測所のうち、以下の15地点の月平均気温データに基づく。
網走，根室，寿都（すっつ），山形，石巻，伏木（高岡市），飯田，銚子，境，浜田，
彦根，宮崎，多度津，名瀬，⽯垣島



北半球中緯度域の対流圏の気温
• 北半球中緯度域で全体的に対流圏の気温が著しく⾼かった。
この傾向は今年の春から続いており、7月頃がピークだった。

→ 日本の記録的な高温における気温上昇を更に底上げした。
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対
流
圏

※対流圏の平均気温＝「層厚換算温度」
（2つの等圧面（300hPa面と850hPa面）
の間の気層の平均気温で評価。

[K]

気温東⻄平均（帯状平均）気温 (K)
（線）値、（陰影）偏差

2018年7月
2018年7月
は過去1位

300hPa

850hPa

赤道



北半球中緯度域の対流圏の気温が⾼かった要因
• 積雲対流活動が北半球側の広い範囲で平年と⽐べて活発だった。
• この活発な積雲対流活動には、熱帯付近の 海面水温 が平年と
⽐べて北半球側で⾼く、南半球側で低いことが影響した可能性
がある。
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2018年7月 OLR偏差[W/m2]

平年より対流活発

海面水温偏差[℃]

平年より⾼い

平年より低い
赤道

平年より活発赤道

(矢印)帯状平均南北⾵・鉛直⾵偏差
(m/s,Pa/s)

(陰影)帯状平均鉛直風偏差(K/day)

赤道30N
30N

30N

平年より
上昇流強い

2018年7月

2018年7月

平年より不対流活発



2018年7⽉の世界の異常気象分布
• 2018年7月は世界各地で猛暑を含む極端な気象現象が発生
した。
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2018年7⽉の世界の異常気象分布
2018年7⽉を対象とした「全球異常気象監視速報」（毎週⽔曜⽇に発表）から、
「異常⾼温、異常低温、異常多⾬及び異常少⾬」を重ね合わせて作成。



7⽉に北半球の各地に⾼温をもたらした⼤規模な⼤気の流れ
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チベット高気圧(上層)

モンスーントラフ

②上層の寒帯前線ジェット気流の⼤きな蛇⾏

①上層の亜熱帯ジェット気流
の⼤きな蛇⾏

太平洋高気圧 北⼤⻄洋
高気圧

積雲対流活動が平年より活発

海面水温が
平年より高い

海面⽔温が平年より低い

上層で⾼気圧が平年より強い

東
西
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均
気
温
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差

0高温

80°N
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40°N

赤道

20°S

20°N

30°W 0° 180°30°E 60°E 90°E 120°E150°E 150°W 120°W 90°W 60°W 30°W

④北半球中緯度域で
全体的に気温が高い

③全球的に気温が高い
（地球温暖化）

• ジェット気流の蛇⾏、地球温暖化の影響、北半球中緯度で
対流圏の気温が全体的に顕著に⾼かったことの影響により、
北半球の各地でも極端な⾼温が発⽣した。

40°N
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本日の講演の「鍵」
• 異常気象を理解するためには、様々な時間・空間スケール
の気象現象に注目する必要があります。
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• 持続的な異常気象の発生には「気候システム」の揺らぎ
（変動）が影響します。

• 偏⻄⾵の蛇⾏に関連して、以下の＜キーワード＞について、
理解を深めていただければと思います。

○偏⻄⾵の蛇⾏を「ロスビー波」の伝播として理解する。
○「テレコネクション」：⽇本から離れたところの影響も。
○夏季の日本の天候に影響する現象
①「シルクロードテレコネクション」
（シルクロードパターン）
②「太平洋ー日本（ＰＪ）パターン」
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